
（別紙４）

児童発達支援センターすみれ園
公表日 　　　令和8年　４月　１日

利用児童数 30名 回収数 24

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 24

それぞれの活動スペースでのびのび過ご

せている。

子どもたちに合わせた生活の工夫がある

と思う。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 22 1 1

年度途中から作業療法士職員がいない。

他は、手厚く丁寧に対応いただき感謝し

ている。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

23 1

絵や写真のカードで意思表示が出来る、

わかりやすく見通しが持てて安心して子

ども達が過ごす事の出来る環境が整えら

れていると思う。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
24

子どもの汚れた服や下着など、いつも丁

寧に手洗いして返却してくださる所も衛

生的で清潔な空間が維持できる秘訣だと

思う。

いつ訪問しても綺麗にされてると思う。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
21 1

作業療法士の職員がいてくれたらよいと

思う。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
24

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思

いますか。

24

子どもの発達課題と親の気持ちが組み込

まれた計画書をいつも作ってもらえて助

かる。

個人面談も時間をかけてくれたり、一緒

に今後の支援を考えてくれる。

無理なく共通の認識で作成していただい

ており、家庭でもチャレンジ出来てい

る。

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す支

援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体

的な支援内容が設定されていると思いますか。

24

柔軟に子供や家族にとって適切な支援を

手厚く提供いただいて家族がすみれ園さ

んに助けていただき成長できた。

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。 24

毎日の清掃と消毒、定期的な換気を徹底

し、清潔でリラックスできる空間づくり

に努めます。

専門職（OT等）への期待と個別支援の

ニーズを真摯に受け止めております。

個別支援計画の作成にあたっては、保護

者様の思いや子どもの今の課題を丁寧に

伺い、共通の目標を持って支援できるよ

う努めます。面談等での丁寧な説明と、

納得感のある目標設定を今後も重視して

まいります。
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5領域（健康・生活、運動・感覚、認知・

行動、言語・コミュニケーション、人間

関係・社会性）を意識した活動を継続

し、質の高い発達支援を提供できるよ

う、職員の研修・自己研鑽を強化しま

す。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

子どもたちが集中できるコーナー分け

や、安全に動ける動線の確保を引き続き

工夫してまいります。また、楽しく過ご

せる環境を維持・向上させます。

専門職（OT等）への期待と個別支援の

ニーズを真摯に受け止めております。当

園では現在、経験豊富な保育士・児童指

導員が専門知識に基づいた根拠ある支援

を実践できるように努めております。

今後、専門職の知見を全スタッフで共有

する体制を強化し、どの職員も「専門的

かつ個別的な視点」を持って関わり、そ

の内容を丁寧にお伝えすることで、保護

者様の安心感と信頼に繋げてまいりま

す。

子どもが理解しやすい「視覚的支援」の

活用、環境面でも、何をする場所か明確

にすること等を徹底し、安心感を持って

活動できるよう配慮を継続します。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
23 1

運動会やリズム参観日、お別れ会など毎

年，対象の児童に合わせたプログラムを

考えているなと感じる。

変化する状況や状態の中で家庭でも実践

出来そうな対応策や助言、知恵をおたよ

りちょうなどの身近な連絡手段でも日々

いただいている。

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと

活動する機会がありますか。
24 月2回になるといいな。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
23 1

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。 24

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

24

運動会や土曜参観、リズム参観など楽し

みなイベントを長期にわたって準備して

いただいていると思う。

定期的な保護者学習会。なかなか参加で

きないけれど。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
24

体調面が気になる時には、様子をしっか

り見ていただいて連絡をくださるので、

とても有難く思っている。成長した所は

もちろんですが、今支援が必要である部

分についても、細かく教えていただける

ので、嬉しく思っている。

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 24
（保護者自身）精神的に支えられてい

る！ありがたい！

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 24

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

21 1 2

参観日や半日保育士体験、運動会などの

イベントや講習会など他の保護者とお話

しする機会を設けてくださっていると思

う。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

23 1

成長した所はもちろん、今支援が必要で

ある部分についても、細かく教えていた

だけるので、嬉しく思う。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
23 1

連絡帳、口頭での会話で綿密に共有して

くださるおかげで早めに対処できて感染

病の流行り時期も悪化せず過ごせている

。

毎日の連絡帳をしっかり書いてくださる

ので、園での様子も分かり、家での悩み

事も共有できていると思う。

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

24

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 24
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お困りごとやご要望をいつでもお話しい

ただけるよう、風通しの良い組織づくり

に努めます。些細なことでもお気軽にご

相談ください。

子どもたちが「楽しい」「やってみた

い」と思える多種多様なプログラムを企

画します。個々の発達段階に合わせ、無

理なく参加でき、達成感を得られるよう

な工夫を重ねてまいります。

回数の増加は受入側との調整上難しい状

況ですが、1回ごとの交流の質を高めると

ともに、園との連携を深めることで、集

団生活における子どもたちの育ちを丁寧

に支えてまいります。また、交流できる

園を広げていきたいと考えています。

「わからない」との回答を厳粛に受け止

めております。今後は、必要に応じて、

図解資料の活用や丁寧な再説明を行うな

ど、個別の状況に応じた分かりやすい情

報提供を徹底してまいります。

保護者学習会や懇談会を通じ、ご家庭で

の関わり方のヒントを共有できる場を引

き続き設けます。保護者様の不安に寄り

添い、共に考える支援を充実させます。

子どもたちの当園での小さな変化や頑張

りを、連絡帳や対話で具体的にお伝えす

ることを大切にします。ご家庭での様子

も伺いながら、一貫性のある支援を目指

します。

温かいお言葉をいただき感謝申し上げま

す。今後も定期的な面談だけでなく、

日々のご相談にも丁寧に応じることがで

きるよう相談しやすい雰囲気づくりに努

めてまいります。

感染症対策等に留意しつつ、保護者同士

が情報交換し、悩みを共有できるような

行事や茶話会の機会を継続・拡充してま

いります。

連絡帳や口頭での連携がお子様の健康を

守り、ご家庭の安心に繋がっていること

を改めて実感いたしました。今後も、些

細な変化や悩み事も共有し合えるよう、

丁寧なコミュニケーションを心がけてま

いります。



23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

24

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
24

避難訓練では子どもたちが積極的に参加

する姿に感動した。

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
24

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
24

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。 24

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 24

29 事業所の支援に満足していますか。 24

友達と先生と一緒に過ごすことを、とて

も楽しみに通っている。いつも温かく見

ていただき、ありがたい。
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災害時にパニックにならず安全に避難で

きるよう、子どもたちの姿に合わせた避

難訓練を定期的に実施します。また、保

護者同士への情報共有をより丁寧に行い

ます。

子どもたちが楽しく通ってくださってい

ることが何より嬉しく、職員一同励みに

なります。今後も「明日も行きたい」と

思えるような、子どもたち一人ひとりの

ワクワクや安心感を大切にした活動づく

りを継続してまいります。


